






























ることが望まれる（（S)tudents would hopefully benefit even if they are never 



























句）に置き換えて考えると、たとえばJohn will love Mary.という文の統語構造
は、概略、（1）のように分析できる。





（2）[TP John did [PrP [VP eat a sandwich]]].（Bowers 2001: 303(9a)を改変）
　また、Bowersは例文を提示していないが、定形be動詞、完了形の文にも同
じ構造を当てはめることができる。
（3）[TP Alex is [PrP [AP American]]].
















（7）Mary can play the piano, and so can Linda.
（8）Mary plays tennis, and so does Linda.
（9）Mary is a nurse, and so is Linda.
（10）Mary has arrived, and so has Linda.
2.2　PrPの連鎖
　PrPによって、「主節とsmall clauseによる叙述の両方に統一的な構造的定義
を与えられる（Both main clause and SC predication can be given a uniform 
structural definition.(Bowers 1993: 591））」という点がきわめて重要である。
Bowersはたとえば、いわゆるsmall clauseを含んだWe consider John insane. 
のような文を、以下のようにVPを挟んでPrPが複層的に連鎖するTP－PrP－VP
－PrPという構造で分析する。
（11）We consider John insane.の構造（Bowers 2001: 303(9b））を改変）
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　 ま た、 次 の（12） の よ う なsmall clauseに し ば し ば 現 れ るasに つ い て、
BowersはPrPの主要部に位置づけることを提案しているが、曖昧にされてきた
このタイプのasの統語的な位置づけを明確化する画期的な分析である。
（12）I regard John as crazy. （Bowers 1993: 596）　　　　　　　








（13）I saw John walk. （Declerck 1981: 83）　　　　　　　









（15）I saw John walk / walking.の統語構造
　I saw John walkingのJohn walkingに進行相が表れているのだとすると、I 








































不定詞の事象を他の何かに対して後ろの位置に配置する（to situates the bare 












































（23）*Alex made Cathy opening the door.
　これについては、以下のような解説を与えることができる。まず、進行相の
Cathy was opening the door.は「Cathyがドアを開けつつあった」の意であり、
Cathyがドアを開けるという事象の断片を意味するに過ぎない。*Alex made 











（24）*Alex made Cathy to open the door.
　これに関しては、次のように説明できる。たとえば、Alex made a speech.と
いう文において、makeが表す「(演説)を作る」つまり「行う」という行為は、
目的語である「演説」の第一声を発した瞬間に始まり、最後の一言を言い終え










（25）*Alex made the door opened by Cathy.
というのも、知覚動詞の場合は、補部の動詞に原形と過去分詞のいずれも許容
するからである。
（26）Alex saw Cathy open the door.
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言語内の距離感に反映される（Lakoff and Johnson 1980: 128–132）という
発想である。つまり、「物理的な近さと、物体に影響を及ぼす能力との密接な
関係（a tight relation between physical proximity and one’s ability to affect an 










　Alex made Cathy open the door.という語順はこの流れをそのまま反映して
いるために許容されるが、*Alex made the door opened by Cathy. ではAlex → 
the door → Cathy という配置になってしまい「作用」の順序を反映しないため、
母語話者はこの語順を直観的に回避する、という説明である。
　興味深いことに、再帰代名詞を用いたmake oneself understood、make 
oneself heardなどの半ば慣用化した表現の場合には過去分詞が許容され、これ






























な手段だろう。たとえば、Alex saw Cathy open the door.については、まず、





けに表現しなおしたものである。これに基づき、Cathy opened the door.の時
制辞-edを削除する、という手順を示す。これをまとめると、以下のようになる。
（30）
　　　　　　　　　　　　　Cathy opened the door.（時制文）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時制を削除
　　　　Alex 　　saw　+　[ Cathy open the door ].（非時制文）
　　　　主語　　動詞　　　　　　目的語
　また、She found the cake delicious.のように、下位PrPの補部を動詞以外の
品詞が占める場合も同様に説明できる。
（31）
　　　　　　　　　　　　　The cake was delicious.（時制文）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時制を削除















































動詞と-ing形動詞について、‘We can also use the bare infinitive to describe something 
which has been completed while we use the -ing form to show that something has 











9　 こ の 説 明 は、Imai et. al（1995） のBill believes Mary competent.の 方 がBill believes 
Mary to be competent. よりも主観性が高い（more subjective）、つまりto不定詞が介在
することで客観性が増す、という分析に基づいている。
10　このXPは、不定詞標識toが主要部を占める「分詞句」を表す。本稿では、to不定詞が現






11　この発想は、She made John happyのようなsmall clauseにも適用できる。この場合の
makeは「ジョンが幸せであるという状況」を「作る」の意であり、その状況がJohn 
happyというPrPによって表現されている、と説明できる。
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